
令和４年 10 月 31 日 

 

３年ぶりに修学旅行が実施できました。 

10月 25日（火）～28日（金）まで３泊４日で２年生を引率して修学旅行（北陸方面）に行ってきまし

た。校長通信ではその内容について２回に分けて紹介していきます。 

東京駅に早朝集合し、新幹線等を使って、 

立山・黒部アルペンルートを体験しました。 

建設までの苦労はメディアを通して見たこと 

はあったものの、実際に見る黒部ダムの規模 

はとても大きく、荘厳な景色でした。科学技 

術高校ならではの見学・体験プランで、貴重 

な経験となりました。その後もバス、ケーブ 

ルカー、写真にある 100名程度が乗車できる 

ロープウェイなど乗り継ぎ、2000m級の立山 

連峰まで行きました。写真のように急な降雪 

で一面が雪景色となっていて、こちらも生徒 

にとって良い思い出になったと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日目は富山県に宿泊し、２日目は写真にある 

五箇山合掌集落・富山エコタウン・イタイイタイ病 

資料館の 3つの見学場所を 2クラス毎で見学しまし 

た。白川郷より実際の状態のまま残っている合掌集 

落はとても興味深く、和紙造りを体験している生徒 

もいました。バスガイドさんが「北陸はこんな晴れ 

の日は珍しく、立山連峰がきれいに見える日は年間 

2か月くらい。『弁当忘れても傘忘れるな』という 

言葉があるくらいです」と説明していたほど良い天 

候に恵まれ見学できました。 

                                         校長 久保剛 


